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新
規
土
地
改
良
事
業
(
片
貝
川
沿
岸
地
区
)

片
貝
川
沿
岸

基
幹
用
水
路
の

全
面
改
修
に
着
手

延

長
八
千
六
百
四
十
七
・
五

メ
ー
ト
ル

!;s 

民

国際コ'ルフ場
@ 

⑤ 

諮滋幾滋縫滋滋滋採滋量密滋幾滋潔滋潔滋毅滋潔滋潔綴潔滋潔滋潔滋援滋潔滋塁送滋潔滋援滋

(2) 

の 非行防止をH
青
少
年
の
非
行
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
次
代
を
担
、
ユ
育
少
年
の
す
こ
や

か
な
成
長
は
、
市
民
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
も
う
一
度
家
庭
で
、
地
域
で
、
ど

う
し
た
ら
非
行
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
は
】

O
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
は
、
健
全
な
番
組

を
選
ば
せ
よ
う
。

o他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
心
を
育
て

ょ
う
。

O
勉
強
部
屋
が
た
ま
り
場
と
な
ら
な
い

ょ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
物
を
大
切
に
、
が
ま
ん
す
る
心
を
育

て
よ
う
。

O
進
路
の
決
定
は
総
合
的
に
考
え
よ
う
。

【
地
域
で
は
】

O
地
域
の
行
事
に
は
一
人
で
も
多
く
参

加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
よ
そ
の
こ
ど
も
で
も
、
た
め
ら
わ
ず

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
青
少
年
の
心
を
む
し
ば
む
ポ
ル
ノ
雑

誌
を
噛
再
放
し
ま
し
ょ
う
。

O
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
を
防
止
し
ま
し
ょ
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全面改修に着手……2.......3

吉田記念魚津市立郷土館建設・・・4

秋の全国交通安全運動…………5

くらしと下水道・……・・・……・・・・・6

あな疋と図書館・…・-…………・・・8

あなだの国保…・…・・…・・…・……ア

魚津まつりから………………...9

eF.l 0) fj t t~ I*J~ 
片貝川沿岸基幹用水路の

県
営
か
ん
が
い

排
水
事
業

本
地
区
は
片
貝
川
流
域
の
一
五
六
八

凶
を
受
益
と
す
る
広
範
囲
な
地
域
で
、

農
地
の
汎
用
化
を
図
る
か
ん
が
い
排
水

お
よ
び
生
活
用
水
、
防
火
用
水
に
安
定

し
た
水
量
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
用
水
路
は
築
造
さ
れ
て
三

O
余
年
を

経
過
し
て
お
り
、
漏
水
が
激
し
く
老
朽

化
が
著
し
く
進
み
、
早
急
な
用
水
路
の

抜
本
的
な
改
修
を
願
っ
て
い
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
着
手
に
よ
り
、
水
利
用

の
合
理
化
と
維
持
管
理
費
の
節
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
開
水
路
に
つ
い
て
は

抜
本
的
に
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
行
い
、
一
部

地
山
崩
壊
の
危
険
防
止
を
図
る
た
め
迂

回
路
を
シ
ョ
ッ
ト
カ
ッ
ト
し
コ
ン
ク
リ

ー
ト
巻
立
て
ト
ン
ネ
ル
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

保健だより・・・..........・・・・・・・・10.......竹

みんなのスポーツ............12.......13 

お知らせ................・・・・・・・・14.......15

4
司

天

神

野

用

水

※
事
業
費
の
総
額
二、

O
五
六
、

0
0
0千
円

事
業
費
の
内
訳

「
農
業
側
負
担
額

一

一

、

五

七

八

、

三

O
O千
円

一
発
電
側
負
担
額

(

四

七

七

、
七
O
O千
円

共
同
事
業
者
・・・
日
本
重
化
学
工
業
側

※
工
期
・:
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
昭

和
六
十
八
年
三
月
(
予
定
)

※
主
要
工
事
延
長
八
・六
四
七
・五
M

①

第

一

号

幹

線

二

O
二
・四
M

②

第

二

号

幹

線

四

O
一
・二
M

③

第

三

号

幹

線

一

八

一

・三
M

④

左

岸

下

流

幹

線

九

八

五
・
二
M

⑤

経

団

用

水

三

・O
九
九
・
一
M

⑥

右

岸

幹

線

三

九

八

・七
M

⑦

天

神

野

用

水

二

・六
六

0
・
0
M

③

宮

川

放

水

路

七

一

九

・六
M

力メラレポ・・・・・....................・・16

総滋繁務総滋潔滋怒滋潔滋潔滋潔滋紫滋潔滋器禁滋紫滋潔滋護送滋潔議運Z綴潔務紫滋紫滋潔滋

地織ぐ~みで・膏少年

、っ。
。
子
ど
も
が
出
す
警
戒
警
報
。

O
体
を
動
か
す
の
を
お
っ
く
う
が
る
。

O
許
せ
な
い
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
。

O
し
か
ら
れ
る
と
、
ふ
て
く
さ
れ
て
す

ね
る
。

O
自
分
の
誤
ち
ゃ
失
敗
を
他
人
の
せ
い

に
す
る
。

O
さ
さ
い
な
苦
痛
を
大
げ
さ
に
言
っ
て

自
分
を
甘
や
か
す
。

O
筋
道
だ
っ
た
話
が
で
き
な
い
。

O
表
情
が
と
ほ
し
く
て
反
応
が
な
い
。

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

県
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員

毎週月 合
市 学 :

教育，‘ー習② 
与や ;

木 4
教育セぃ生 :9 

9 5 ンて j舌 j. . 。。 相タ・
lの進 :

17 
談室 悩み町同 ; . . 。。
，、 lま

(3) 
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天神山ろ

盲目記志魚津市立郷土瞳
建 設を

歴
史
資
料
を

昭
和
問
・
日
年
の
二
年
間
に
わ
た
り
、

吉
田
工
業
側
か
ら
社
会
教
育
施
設
建
設

を
目
的
と
す
る
計
三
億
円
の
寄
付
を
受

け
ま
し
た
。

魚
津
市
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
基
に

郷
土
館
の
建
設
を
計
画
し
、
現
在
の
歴

史
民
俗
資
料
館
敷
地
の
一
角
に
8
月
か

ら
建
設
工
事
に
か
か
り
ま
し
た
。
魚
津

同
に
展
示

市
で
は
、
昭
和
必
年
度
に
歴
史
民
俗
資

料
館
を
建
設
し
、
文
化
遺
産
と
し
て
の

歴
史

・
民
俗
関
係
資
料
の
収
集
、保
存
、

展
示
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
日
年
を

経
過
し
た
今
日
、
収
集
資
料
は
膨
大
な

数
量
に
の
ぼ
り
、
現
資
料
館
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
の
狭
い
こ
と
と
、
常
設
展
示
が

せ
い
一
杯
の
現
資
料
館
の
他
に
特
別
展

示
を
実
施
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
強
く
要
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
歴
史
的
環
境
に
恵
ま
れ
た
文
教
地

区
で
あ
る
天
神
山
が
最
適
の
場
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。

郷
土
館
は
鉄
筋
4
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
一
、
三
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
地

階
は
ピ
ロ
テ
ィ
、
収
蔵
庫
、
一
階
は
常

設
展
示
室
、
事
務
室
、
研
究
室
、
二
階

は
特
別
展
示
室
兼
レ
ク
チ
ャ
ー

-
ル
ー

ム
、
研
修
室
、
三
階
は
展
示
室
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

常
設
展
示
室
は
、
考
古
、
歴
史
資
料

に
基
づ
き
、
原
始
、
古
代
か
ら
魚
津
市

の
誕
生
ま
で
を
、
特
徴
的
な
事
象
を
中

心
に
地
域
史
の
流
れ
を
概
観
で
き
る
よ

う
配
列
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
現
歴

史
民
俗
資
料
館
は
、
民
俗
資
料
を
中
心

に
魚
津
の
文
化
を
展
示
し
ま
す
。

特
別
展
示
室
兼
レ
ク
チ
ャ
ー
-
ル
ー

ム
は
、
年
一

1
二
回
の
特
別
展
示
の
ほ

か
、
博
物
館
講
座
、
講
演
会
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
研
修
室
は
小
規
模

4

司
建
股
現
地

(4) 

の
学
習
会
等
の
開
催
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
総
合
的
な
博
物
館
と
し

て
の
機
能
を
有
す
る
郷
土
館
は
、
市
民

の
み
な
さ
ま
の
幅
広
い
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

建
物
の
完
成
は
来
年
三
月
、
開
館
は

同
七
月
を
目
ざ
し
て
現
在
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

企吉田記念魚津市立郷土館完成予想図

天神野新

洗
足
学
園

魚
津
短
期
大
学

天
神
山
城
祉

企付近見取図
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「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

安
全
は
思
い
や
り
か
ら
ゆ
と
り
か
ら

こ
の
運
動
の
重
点
は

。
飲
酒
、
暴
走
運
転
等
の
防
止

。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

。
歩
行
者
及
び
自
転
者
利
用
者
の
交

通
事
故
防
止

。
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

で
す
。

今
年
に
入
っ
て
市
内
の
交
通
事
故
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
家
族
一
体
と
な

っ
て
交
通
安
全
の
輪
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

「
車
が
衝
突
し
た
時
の
衝
撃
は
ど
の
く

ら
い
大
き
い
か
」

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も

車
は
す
ぐ
に
止
ま
ら
な
い

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に

よ
る
最
も
大
き
な
効
果
は
、
衝
突
時
の

乗
員
被
害
の
軽
減
で
す
。
衝
突
時
の
衝

撃
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
大
き
い
も

の
で
す
。

" " " 速時 衝速度突 l 
100 80 60 40 
km km km km 

40 25 14 6 
落 m 落 m 落 m 落 m 衝
下の下の下の下の
し高し高し高し高 撃
たさたさたさたさ
時か時か時か時か 度
とらとらとらとら
同 同 同 同 メ口入

じ じ じ じ

ご
存
知
で
す
か
?

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
保
険

交
通
事
故
に
お
け
る
死
亡
者
の
う
ち
、

交
通
事
故
発
生
時
に
お
い
て
シ
l
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
者
に
対
し
、
特

別
保
険
金
を
支
払
う
と
い
う
優
遇
措
置

を
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
保
険
」
と
い
い
ま

す。O
自
動
車
保
険
(
任
意
)
の
座
席
ベ
ル

ト
装
着
者
特
別
保
険
金

高
速
自
動
車
国
道

死
亡
保
険
金
額
の
三

O
パ
l
セ
ン

ト
(
上
限
額
三

O
O万
円
)

一
般
道
路

死
亡
共
済
金
額
(
上
限
が
、
全
共
連

一
O
O
O万
円
、
自
動
車
共
済
連
五

0
0万
円
)
の

高
速
自
動
車
国
道
三

O
パ
ー
セ
ン
ト

一

般

道

路

一

O
パ
ー
セ
ン
ト

(
特
別
共
済
金
自
体
の
制
限
は
な
い
)

※
重
度
障
害
者
に
つ
い
て
は
慢
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。
又
、
事
故
発
生
時
か
ら

死
亡
時
ま
で
の
経
過
日
数
や
因
果
関
係

等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
保
険
約
款
等
に
よ
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

明

SEt--lill-latitu--11・
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
l
i
t
-
-
l
i
l
-
-
J

一
総
合
体
育
館
周
辺
の
市
道
が
車
両

一

一
通
行
止
に
な
り
ま
す
'

一

一

国
道
8
号
線
魚
津
バ
イ
パ
ス
建
設

「
ヰ

-
3
-
3
4

一一

一

一
工
事
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
車
両
通

引

法

'

一

二

一
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

市

田
ド

V
h

「
|
|
L

二

一
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

付

託

尋

1

|

」
三

一
場
所

、
〆

刊
行

問
一

幽

一

子
一
一

J

l

-

市

-
2

・

一

一

=

l

ぃ
反
こ
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・

-

一

一

同

一

魚
津
市
本
江
字
谷
知
的
地
先
よ
り
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l
J

4一一

所

有

二

一

H

字
窪
畑
化
地
先
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で
一
一

似ル

T
剖
」
モ
幽
4
崎

一恥
一
一

寸

一一

川引

一

概
一

、

圃

4
刷

一

司

二

一

〈
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。〉

一
ロ
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認

丈
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ω
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一
一
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J
同
w
=
E
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劃
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期

間
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C
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L
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L
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王
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昭
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日
年
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月

lEt--川
刈
川
川
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M
m」一
I
l
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一

一

昭
和
日
年
日
月
初
日
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で

i
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I

l

I

I

I

-

=

-

-

一

由

tili--jil-lili---ll!.:.i1l1!.tlitu--lili--il--山

死
亡
保
険
金
額
の
一

O
パ
ー
セ
ン

ト
(
上
限
額
一

O
O万
円
)

O
全
共
連

・
自
動
車
共
済
連
の
座
席
ベ

ル
ト
装
着
者
特
別
共
済
金

-シートベル卜の着用

魚津市内の交通事故概況
昭和61年8月1日現在 (人)

;;;-ご三 件数 死者 傷者
昭和61年 121 4 132 

昭和60年 120 l 145 

増減 + 1 + 3 -13 

(5) 
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Sしと
下

水

〈
シ
リ
ー
ズ

く
ら
し
と
下
水
道

ω

供
用
開
始
後
の
水
洗
化

改
良
工
事
の
手
順

1
、
型
を
決
め
る

洋
風
、
和
風
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
型
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
一

番
適
し
た
も
の
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

2
、
工
事
唐
を
決
め
る

水
洗
化
工
事
は
「
下
水
道
指
定
工
事

庖
」
以
外
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で

決
め
た
「
下
水
道
指
定
工
事
居
」
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

3
、
「
見
積
り
」
と
「
支
払
い
方
法
」
を
決

道

全島銀金~

め
る
工
事
庖
が
決
ま
っ
た
ら
、
設
置
場
所

な
ど
を
十
分
に
打
合
わ
せ
て
見
積
書

を
も
ら
い
、
十
分
に
説
明
を
聞
い
て

支
払
い
方
法
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

4
、
工
事
の
申
込
み
、
開
始

支
払
い
方
法
な
ど
が
決
ま
っ
た
ら
、

工
事
庖
に
正
式
に
工
事
を
依
頼
し
ま

す
。
工
事
庖
は
市
の
下
水
道
課
へ
工

事
の
承
認
申
請
書
を
提
出
し
、
承
認

を
得
た
の
ち
工
事
を
開
始
し
ま
す
。

5
、
工
事
の
完
了
、
使
用
開
始

工
事
が
終
わ
る
と
工
事
庖
を
通
じ
て

下
水
道
課
に
完
成
届
が
提
出
さ
れ
ま

す
。
そ
う
す
る
と
検
査
が
行
わ
れ
、

合
格
す
れ
ば
い
よ
い
よ

下
水
道
の
使
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ヘ次
回
は

「下
水
J

一道
を
利
用
す
る

一

一と
き
の
心
が
け

一

一そ
の

ω」
を
お

一

/と
ど
け
し
ま
す
」

子
に
贈
る
大
き
な
遺
産
下
水
道

生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

で
す
。

下
水
道
の
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
国

民
の
深
い
理
解
と
一
層
の
協
力
を
得
る

た
め
、
毎
年
9
月
叩
日
を

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」

と
定
め
、
9
月
叩
日
を
中

心
と
し
て
約
1
週
間
に
わ

た
り
、
国
や
県
市
町
村
で

多
彩
な
行
事
や
広
報
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
の
普
及
に
よ
っ

て
美
し
い
街
が
、
川
が、

海
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

下
水
道
は
安
全
で
快
適
な

〉

1
!
?
a
，
m膨
ト

|

|

E

-

首

一

水

洗

化

工

事

の

器
、
風
呂
場
等
を
改
造
し
た
い
と
い

一-

山
パ
U

費

用

は

い

く

ら

う
こ
と
、
さ
ら
に
宅
地
の
大
き
さ
な

〈

へ
吟
ω

か
か
る
の
か
?
・

ど
か
ら
一
概
に
言
い
き
れ
る
も
の
で

一

一、

下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
便
所
の

〈
h
 

-

に
は
、屋
内
の
衛
生
器
具
(便
水
洗
化
だ
け
に
限
れ
ば
、
約

m
l
ぬ

〉

〈
器
、
洗
面
器
等
)
や
屋
外
の
排
水
設
万
円
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〉
備

(汚
水
ま
す
、
排
水
管
等
)
の
改
こ
の
よ
う
に
、
便
所
の
水
洗
化
や

)

〈
造
、
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
一
時
に
ま

川

一
し
て
、
私
有
地
内
の
排
水
設
備
は
個
と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す

〉

門
人
の
負
担
に
よ
っ
て
設
置
す
る
こ
と
が
、
市
で
は
工
事
に
要
す
る
費
用
に

〈

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
考
え

〉

水
洗
化
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
所
得
者
層
に

川

い
使
用
す
る
便
器
の
種
類
(
和
式
、
洋

対

し

て

は

、
水
洗
便
所
へ
の
改
造
の

い

ハ
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
)
、

た
め
、

二
疋
限
度
以
内
に
つ
い
て
全

山

川
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
排
水
設
備
額
を
国
や
市
で
負
担
す
る
な
ど
の
助

〉

川
の
タ
イ
プ
や
、
こ
れ
を
機
会
に
洗
面
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

、

業
統
計
調
査
(
飲

庖
)
、
商
業
実
態
調
E

の
実
施
に
つ
い
て

商
産
業
省
で
は
、
本
年
目
月
1

在
で
商
業
統
計
調
査
(
飲
食
庖
)

商
業
実
態
基
本
調
査
を
実
施
し

統
計
調
査
我
が
国
の
商
庖
の

状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
を
明

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

全
国
の
飲
食
庖
を
営
ん
で
い
る
す
べ

て
の
商
屈
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

商
業
実
態
基
本
調
査

商
業
の
経
営

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
全
国
の
却
売
業
、
小
売
業
を
営

む
企
業
の
う
ち
通
商
産
業
大
臣
が
指

ヨ
定
す
る
企
業
を
対
象
と
し
て
調
査
を

一
行
い
ま
す
。

一

こ
れ
ら
の
調
査
に

つ
い
て
は
県
知

主
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
商
庖

『
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し

一
て
い
た
だ
き
回
収
す
る
と
い
う
方
法

国
で
行
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票

一
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が

国
守
ら
れ
ま
す
の
で
正
確
に
、
あ
り
の

E

ま
ま
な
報
告
に
御
協
力
く
だ
さ
る
よ

ヨ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
ま
た
調
査
結
果
は
、
国
、
県
、
市

一
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
流
通
機
構

E

の
近
代
化
な
ど
各
施
策
を
進
め
る
た

詰
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
方

国
面
で
利
用
さ
れ
る
と
共
に
各
商
庖
が

言
語
針
を
作
成
す
る
際
に
も
役
立

一
っ
て
い
ま
す
。

p
m
m岡
山
岡
山
田
山
田
四
日
間
問
自
由
旧
日
山
岡
山
崎

l

(6) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
一
口
医
学
、
歯
無
し
に
な
ら
な
い
た
め

の
話
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
ロ
医
学

急
性
肝
炎
の
初
期
症
状

ど
う
も
食
欲
が
な
く
て
、
体
が
熱
っ

ぽ
く
、
だ
る
い
:
:
:
、
急
に
暑
く
な
っ

た
か
ら
夏
バ
テ
だ
ろ
う
、
あ
る
い
は
夏

風
邪
か
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
黄
ダ
ン

が
出
て
、
あ
わ
て
て
病
院
へ
か
け
こ
む

ケ
l
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

急
性
肝
炎
の
初
期
症
状
は
、
夏
パ
テ

や
風
邪
に
と
て
も
似
て
い
ま
す
。
違
っ

て
い
る
の
は
、
夏
パ
テ
や
風
邪
は
二
、

三
日
休
養
し
て
い
れ
ば
治
る
の
に
、
肝

炎
は
だ
る
さ
が
と
れ
な
い
点
で
す
。

や
が
て
尿
の
色
が
濃
く
な
っ
て
き
て
、

一………
出
肱
液
………
一

一…………
温
海
品
川…
一

ま|奥医薬::j
便少ない冷やご

飯の温め方

アメ
賞
ダ
ン
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
す
で
に
肝
臓
は
か
な
り
は
れ
て
い

ま
ず
か
ら
、
で
き
れ
ば
そ
の
前
に
診
察

を
受
け
た
い
の
で
す
。

全
身
の
黄
ダ
ン
が
現
れ
る
こ
ろ
に
は
、

ム
カ
ム
カ
し
て
気
持
ち
が
悪
い
、
吐
き

気
、
お
う
吐
、
下
痢
と
い
っ
た
不
快
な

胃
腸
症
状
が
消
え
、
食
欲
も
元
に
戻
っ

て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
病
気
が
軽

く
な
っ
た
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の

時
期
に
無
理
し
て
仕
事
を
し
た
り
す
る

の
は
厳
禁
。
肝
炎
は
な
に
よ
り
安
静
が

大
切
で
す
。
黄
ダ
ン
が
消
え
た
後
も
、

肝
臓
機
能
障
害
は
残
っ
て
い
る
の
で
、

医
師
の
指
示
を
守
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
す
。

同組
……
…
一

鍋
に
お
湯
を
2
m
く
ら
い
入
れ
、

ど
ん
ぶ
り
に
盛
っ
た
ご
飯
を
入
れ
て

火
に
か
け
ま
す
。
ふ
た
は
ぴ
っ
ち
り

し
め
、

6
1
8
分
間
沸
騰
さ
せ
、
火

を
止
め
て
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
お
く

と
、
ご
飯
が
ふ
っ
く
ら
し
ま
す
。
中

華
ま
ん
じ
ゅ
う
や
シ
ュ

l
マ
イ
も
少

量
な
ら
こ
の
要
領
。

歯
無
し
に
な
ら
な
い
た
め
の
訟

食後にかならず歯をみがく

(7) 

食事や間食は時間をきめてとり、食べだあと

必ず歯をみガいてよごれをとり、人命を養う消

化の第一関円である歯をきれいにしておきまし

ょう。

検診時に保健指導を受ける

甘い飲食物を少なく

戸メや戸イスフリームなどの曙沼田

を間食にとっていると、 1日の総力口

1)ーの大部分を甘昧飲料や菓子類で占

めてしまい、人体ガ酸性化します。甘

い飲食物をできるだけ少なくすれば、

他の食物ガそれだけ多く食べられるこ

ととなり自然に人体ガ戸ルカリ化して

強い歯ガつくられます。
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く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
/
・
:
⑥

子
ど
も
に
本
を
読
む
喜
び
を

〈

O
歳

1
5歳〉

近
頃
、
こ
の
年
代
の
図
書
館
利
用
者

が
、
ず
い
分
増
え
ま
し
た
。

絵
本
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
子
ど

も
は
、
積
極
的
に
頭
を
働
ら
か
せ
て
吸

収
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、
考
え
る
力
や

想
像
力
も
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
り
読
み
を
急
が
ず
、
読
み
き
か

せ
や
、
お
は
な
し
な
ど
で
、
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
の
下
地
を
豊
か
に
育
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

読
書
に
よ
っ
て
、
未
知
の
世
界
を
知

っ
た
り
探
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
楽
し

い
こ
と
で
す
。
自
分
の
実
態
に
そ
く
し

て
読
書
を
楽
し
む
中
で
、
子
ど
も
の
主

体
性
は
芽
ば
え
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

大
き
な
森
の
小
さ
な
家

ワ
イ
ル
ダ
ー

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦
争

大

石

真

ふ
し
ぎ
の
固
の
ア
リ
ス

キ
ャ
ロ
ル

ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ

ケ
ス
ト
ナ
|

ぼ
く
が
ぽ
く
で
あ
る
ニ
と
山
中

恒

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週

間
ま
で
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秋
の
特
別
休
館
の
お
し
ら
せ

第
叩
回
老
人
趣
味
の

作
品
展
開
催

老
人
の
方
々
が
趣
味
で
製
作
し
た
作

品
を
一
堂
に
展
示
す
る
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

な
お
、
会
場
で
は
、
即
売
コ
ー
ナ
ー

や
シ
ル
バ
ー
福
祉
機
器
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。V
開
催
期
間
昭
和
白
年
9
月
4
日
嗣

か
ら
昭
和
日
9
月
7
日
制
ま
で

V
開
催
場
所
ユ
ニ
1
魚
津
庖

イ
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス

秋
の
特
別
整
理
休
館
を
左
記
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

9
月
初
日
刷

w
i
m月
日
日
出

叩
月
日
日
開
か
ら
聞
き
ま
す
。図
書
館

司

th
a
t
a
t
s
-a
f
3
3
3
E
l
i
a
-
a
t
s
i
b
i
b
-
ai
s
i
b
is
-
b
i
a
tte
f
a
t
b
t
i
t
i
-
b
t
b
i
b
i
b
-
a

て
ほ
と
児
童
セ
ン
タ
ー
訴
諸
民

…

|

|

9
月
の
行
事

|
|
に
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま

…
〔
紙
粘
土
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
〕

せ
ん
か
ノ
費
用
問
円
を
そ
え
て
、
日

…

5
日
幽

・
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

ロ

日

幽

・
絵
の
具
つ
け

マ
毎
週
の
行
事

一

目

日

幽

・
ニ

ス

ぬ

り

日

寸

l
汁
l
J
つ
l
パつ
|
寸
判
l

円
」

一時

一

行

事

名

一

時

間

一

…

初

日

幽

・
ピ
ン
づ
け
(
完
成
グ
)

オ

汁

1
1
J
1
1寸
判

|

|
」

一火
一
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
一
4

時
1

一

…

い

ず

れ

も

み

か

ら

で

、

費

用

は

お

一

恒

一ク
ラ
ブ
川
一
川
町
分
i
一

一
日
円
で
す
。

一
一
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
一
4
時
1

一

…
〔

チ

ャ

レ

ン

ジ

日

〕

一

木一ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
4
時
1

一

…

7
日
日

-m日
目

2
時
i

一
比
一
ゆ
ゆ
ザ
門
げ
は
一
山
内
初
分
1
一

百
作
い
い
H
い
い
ロ

F
L
…

…
〔
め
が
ね
ケ
l
ス
作
り
〕

C
h
i
-ド

Lrー
い
F

トト
ド
i
L

…

日

日

出

-
H
日
一回

2
時
j

〈
休
館
日
v

1
日

・
8
日

・
日
日

・
…

…
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
日
日

-n日
・
お
日

-m日
…

ゃ
1
3
1
3
f
h
i
-
f
i
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
f
3
i
i
1
3
1
3
1
b
i
f
-
-
s
t
a
i
r
-
L

線内8 0 0 3 0 

世本」界と日

、、._/

岸生講師氏

座動巡講回

校県大学

(8) 

ふ楽さし3 。

講師 場izhエh 時日

働のめ

第3 洗
足
学
園
大
学

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

魚
津
公
演

日
時

9
月
刊
日
幽
午
後
5
時
初
分

よ
り
7
時
ま
で

場
所
魚
津
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
学
生
券

5
0
0
円

一
般
券

7
0
0
円

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

申
込
先
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第
げ
回
魚
津
ま
つ
り
が
、

8
月
7
日

か
ら
3
日
間
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

幕
開
け
は
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
パ
レ
ー
ド
、
引
き
続
き
、
東

・
西

部
両
中
学
校
女
子
生
徒
の
蝶
六
踊
り
、

獅
子
舞
、
ち
び
っ
子
相
撲
、
花
火
大
会

な
ど
多
彩
な
催
し
が
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
無
形
文
化
財
「
た
て
も

ん
祭
り
」
が
諏
訪
社
を
中
心
に
行
わ
れ
、

た
て
も
ん

7
基
が
勢
ぞ
ろ
い
、
笛
と
太

鼓
に
あ
わ
せ
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た

若
者
た
ち
が
威
勢
よ
く
た
て
も
ん
を
引

干たき
三蝶 。廻
百六す
人踊と
のり 祭
踊街り
りな は
子が最
がし高
フに i朝
イは に
ナ 37 達
|チし
レ|ま
をム し

‘Fち
び
っ
子
相
撲
大
会

勇

壮

華

麗

光
と
音
の
祭
典

• 魚
津
ま
つ
り
か
ら

企若いもんにはまけないぞ/

Vかけ声に合わせ

勇壮に・たてもんを引き回す若衆

飾
り
街
は
た
く
さ
ん
の

人
出
で
賑
い
祭
り
一
色

に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
ま
し

た。

V魚津工業高校プラスパンドパレード

...東、西部両中学校女子生徒蝶六踊り

(9) 
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ft 24-3999 

部;gjj
… 

tgi議1
2Z陸

上1ft双|宮 友|宮 本|包 会|宮友|宮江臨
~ I~葉I~ I@ I@話I@ I~ I盤j
弓口|匂町IU道I!江|主町I!道1;:5口|膏際

~ I~ I~ I~ li I~ li I璽

だよりゅ周〉4暴
H
日
一
印
刷

扇
谷
医
院

21 I 15 
日|日

(目白 1 (月)

医沢|医沢
院ロ|院口
外|内
科科

問い合わせは、魚津市健康センター

時|官|百1~ 1日!日|iiI I副官

444144ltiヰ|伶@同
お
日
一

ω
晒
屋
医
院

浜

経

団

宮

@
1
1
2
1

新

金

屋

宮

@
1
8
9
2

上

村

木

宮

@
0
1
0
3

鴨

川

町

宮

@
0
0
3
1

金

浦

町

宮

@
0
0
9
0

上

村

木

宮

@
1
2
5
5

本

江
宮

@
0
0
3
7

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
l
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

母 親 品手凶 級 妊婦とその家族 9月19日幽 9: 30-16: 00 -一一一一一一一一一一一一+ 畳食をご持参くだきい。

4か月児健診
4か月児 9月11日(木) 13:00-13:30 魚津市健康
4か月児 9月25日(柑 13:00-13:30 センター

8か月児健診 8か月児 9月10日(7同 13 : 00 -14 : 00 ー----------------------ー→ ツベルク行リン反す応検査
を併せて いま 。

離乳食講習会 8か月児 9月12日幽 13 : 00 -15 : 00 

麻券をしん発行(はししまかす}。の横瞳 |1歳6か月児健診 60年2月生まれの幼児 9月30日(刈 13: 00 -14: 00 ーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーー-~
3か月児 9月 4日(柑 13 : 00 -13 : 30 

股関節脱臼検診
3か月児 10月 2日(柑 13 : 00 -13 : 30 

58.8.16-8.31生まれの幼児 9月 3日(7j() 13 : 00 -14 : 00 -一一一一一一一一一一一ー→ 尿の検査があります。 I

3歳児健診 58.9.1-9.15生まれの幼児 9月24日(7ゆ 13 : 00 -14 : 00 魚津保健所
58.9.16-9.30生まれの幼児 10月 1日かぬ 13 : 00 -14 : 00 

歯 の 相 吾昆火火 乳幼児と妊婦 9月26日幽 9: 00-12: 00 

機〈リハビ能リテー訓ション練〉

9月 4日(柑 10 : 00 -15 : 00 魚津市健康 9訪診月l|4 自のみ
脳卒中後遺症のある人 ①① 練察は10:00-12: 00 

9月18日同 10: 00-15: 00 センター は13:00-14: 00 

健 康 相 談
9月18日(柑 13 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター 9圧察月18日のみ

一般 市民
9月 9日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 血診 測が受定け・心ら電れ図ま・す検。尿

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館 -体操の出来る服装でお

9: 30-11: 00 経団公民館
いでください

1/ 
-日をきめて健康相談も

健 康 体 操 毎週火曜日 10: 00 -11 : 30 村木公民館 実施しています。

と 一般市民 毎週水曜日 10: 00-11: 30 魚津市健康センター →男さ性い。も参加してくだ

健 康 相 吾員火火 毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

ツベルタリン反応 8か月児 9月10日か同 13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 9月12日幽 13 : 00 -14 : 00 センター

9月24日令同 9: 00-10: 00 魚 津市民会館

胃ガン検診 一 般市民
9月26日幽 9: 00-10: 00 魚津市健康センター

9月30日(刈 9: 00-10: 00 魚津市民会館 料金 69歳以下 700円

10月 1目。ω 9: 00-10: 00 経団公民館
9月24日か同 13 : 00 -14 : 00 魚津市民会館

子宮ガン検診 一 般市民
9月26日幽 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター

10月 1日ヤω13 : 00 -14 : 00 料金 69歳以下 500円

10月 3日幽 13 : 00 -14 : 00 
経団公民館

9月24日嗣 13 : 00 -14 : 00 魚津市民会館

乳がん検診 一般市民
9月26日幽 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター

料金一一一一 1，100円
10月 1日例。 13: 00-14: 00 

10月 3日偉う 13 : 00 -14 : 00 
経団公民館

。がん検診希望者は、 実施日 10日前まで魚津市健康セン ター(宮 ⑫ 3999)へ申し込みください。
予定数に達したら締切ります。

。。
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内 ~チf胃 文サ 象 と き と ー ろ 備 考} 

9月 2日(刈 13: 15-15:0。臼カ厚生会館 ⑧ 
〈注意事項〉

9月 5日幽 9: 30-11 : 30 
村木公民館2

9月 5日幽 13 : 15 -15 : 00 
@ 結核検診のときは

9月 9日(火) 13 : 15 -15 : 00 ⑧ 
受診票を必ず持参〈

9月12日闘 9: 30-11 : 30 大町公民館⑧
だきし、。

9月12日幽 13 : 15 -15 : 00 ⑧ 
@ 成人病検診受診の

イ主 民 検 霊ロ会ク' 9月16日(刈 9: 30-11: 30 ⑧ とき、健康手帳をも

9月16日(火) 13 : 00 -15 : 00 
魚津漁協 2っている人は持参〈

(結核と ) 一般市民 9月17日(柑 9: 30-11 : 30 ださい。

成人病検診 9月17日(水) 13: 00-15: 00 ⑧ 

9月19日幽 9: 30-11: 30 
大町公民館2

9月19日幽 13 : 00 -15 : 00 

9月30日(火) 9: 30-11: 30 経団漁協

9月30日(刈 13 : 15 -15 : 00 持光寺公民館

⑧ は成人病検診
10月 1日(7Jc) 9: 30-11: 30 

経田公民館
10月 1日ヤド) 13 : 15 -15 : 00 

もあります。
10月 3日幽 9: 30-11 : 30 大海寺野公民館⑧

9月 9日(火) 10 : 30 -12 : 00 古島市営住宅

栄養巡回指導 一 般市民
9月 9日(火) 13 : 30 -15 : 00 相ノ木会館

くキッチンカー〉 9月10日ヤド) 10 : 30 -12 : 00 本江警察アノfート

9月10日ヤK) 13 : 30 -15 : 00 住吉漁民団地

保健栄養学級 一 般市民 9月 2日(刈 13: 30-16: 0。鹿熊公民館 海分ifllJ定をしますから、み
そi十をl∞C.C持参ください。

-第 1期=3回接種
13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センター ①体温は自宅で計っア

第 1回目 第 2回目 第 3回目 該当 地区 きてく fごさし、。

予
9月実施日現在、2 ①母子健康手帳、印か

百日せき 歳児。 9月3日 10月3日 11月5日 村木 ・大町・本江 ・ んを持参ください。
( 3歳児で、まだ接種 (7同 幽 (水) 住吉 ・上野方・上中島 ※接種できない幼児

防 ジフテリア の終了していない幼 9月8日 10月6日 11月7日 道下・加積・経団 ・片貝 @発熱、または心臓、

児も含む。) (月)I (月) 幽西布施 ・天神 ・松倉 じん臓、肝臓疾患な

接 破 イ纂 風 -第2期=1回のみ接種
どのために治療して

11月28日制受けなかった全地区の方 いる幼児。

〈三種混合〉
第 1期を 2回-3回 @接種前、 1年以内に

種
接種終了児で、最終 けいれんの症状を起こしたことのある幼児。

接種月 1年を経過し @@ 過去において、この予防接種により副反応を起こしたことのある幼児。

ている 3歳児。 その他、接種を行 うことが不適当と認められた幼児は、接種できませんの
で注意してください。

』・・・ーー

-・・・
9
月
の
月
間
行
事

-
E
E

在
宅
ね
た
き
り
老
人

看
護
サ
ー
ビ
ス
月
間

保
健
婦
と
看
護
婦
が
ペ
ア
で
家
庭

を
訪
問
し
、
洗
髪
、
清
拭
、
ね
ま

き
の
交
換
、
機
能
訓
練
等
の
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

第
幻
回
ガ
ン
征
圧

月

間

健
康
増
進
普
及
運
動
月
間

死
亡
率
第
一
位
の
ガ
ン
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
、
定
期
検
診
の
受

診
を
た
か
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
る
。

か
見
る
よ
り
も
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

得
る
健
康
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た
め

に
検
診
や
ス
ー
ー
ツ
に
は
積
極
的

9
月

m日
i
羽
田

に
参
加
す
る

匂

al
l
-
i
l
l--
i
l
la-
-

一
庶
民
の
蓄
え
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
に
ご
注
意
グ

一

最
近
は
、
家
庭
財
テ
ク
プ
l
ム
ゃ
に
は
落
と
し
穴
が
つ
き
も
の
で
す
。

一
円
高
、
さ
ら
に
は
預
貯
金
利
率
の
引
取
引
の
意
志
の
な
い
場
合
は
、
あ
い

一
き
下
げ
、
年
金
問
題
な
ど
に
よ
り
、

ま
い
な
返
事
を
せ
ず
に
は
っ
き
り
と

一
投
資
や
財
産
運
用
に
対
す
る
関
心
が

断

り

ま
し
ょ
う
。

一
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
笠
女
易
に
う
ま
い
話
に
乗
る
の
は
危

一

こ
れ
ら
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
が
険
で
す
。

一
横
行
し
て
い
ま
す
。
「
絶
対
も
う
か
り
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

"

一
ま
す
」
、
「
銀
行
預
金
よ
り
有
利
で
す
」
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

一

一
と
い
っ
た
利
殖
話
に
簡
単
に
と
び
っ

宮
0
7
6
4
@
9
2
3
3

一

一
く
の
は
危
険
で
す
。
う
ま
す
ぎ
る
話

一

f
u
l
l
-
-
-
l
i
a
i
-
-
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
l
l
a
-
-
L
 

結
核
予
防
週
間

。1)
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み
ん
砲
の
ヌ
.
旗

E
V

第竹田魚津市

走ろう会大会
10月10日(劉

走
る
ニ
と
を
愛
す
る
者
が
集
い
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力

を
養
う
ニ
と
を
目
的
に
、
第
日
回
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
各
層
か
ら
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

第竹田魚津市

定ろう会大会コース

日
月
刊
日
(
体
育
の
日

・
受

付

午

前

9
時

i

・
ス
タ
ー
ト
叩
時

マ
集
合
場
所
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ

種

目

・
A
コ
ー
ス

5
M
の
部

-
B
コ
ー
ス

m
M
の
部

マ
コ
ー
ス
コ
ー
ス
図
の
と
お
り
。

マ
参
加
資
格
年
齢

・
性
別
を
問
わ
ず

健
康
で
、

A
コ
l
ス
印
分

以
内
、

B
コ
l
ス
卯
分
以

内
で
走
れ
る
方
に
限
り
ま

す。

マ
参
加
料
一

O
O円
(
傷
害
保
険
料
ほ
か
)

マ
参
加
申
込
み
方
法
印
月
4
日

ωま

で
に
市
総
合
体
育
館
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

・
完
走
者
全
員
に
完
走
賞
を

贈
り
ま
す
0

・
健
康
診
断
は
各
自
で
行
い
、

走
行
中
の
事
故
に
つ

い
て

は
応
急
処
置
を
主
催
者
で

行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

9
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

28 21 20 19 15 14 ヵ、 7 7 と
日 日 日 日 日 日 ら 日 日
(日) (日) 仕) 幽 (祭) (臼) 但) (日) き

ニ 市 l市

季枇大会 新地学樟川区水中 大会 韓体市学枇季育中

聾見

会 杯市棋多

産球市業大会人卓

予費会県 パス 全国

主
オFlIレて 魚誇市ヒ

スレ ルス 月 fi 
大会 ディ d大~三 ポ ケク

弓 ツラ
う，Ft 

i主主 / トブ
大会チl 

事

ス レ
大

ボチ
キ不 ス I I /'¥ 名
/ ボ ~ 、 大 jレ1..>. レ

ト 市営
曲 総合体育 プルl室水内量 桂 東西学中

事
ト 営市

館 体総合育
1ft 
世 育体龍令

と

コ コ
球

場 ろ

-
m月
の
歩
-
で
つ
会
|

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
日
日
日
に
、

湯
上
か
ら
山
越
え
で
桃
山
公
園
i
大
谷

ス
キ
1
場
へ
と
歩
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
、
午
前
8
時
印
分
発
北

山
行
き
パ
ス
に
乗
り
、
湯
上
で
下
車
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
野
山
と
山
野
草
な
ど

探
勝
し
な
が
ら
(
約
“
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

を
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
、
午
前
8
時

加
分
ま
で
に
昼
食
持
参
の
う
え
、
電
鉄

魚
津
駅
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い。

(12) 

魚
津
市

2
部
郡
市
対
抗
の
部

⑥
一
般
の
部
J

J

・-:・
:
:
J
J
・-
J
E
-
-
7

位

⑥
中
学
の
部
:・
:
j
i
-
-
J
a
i
-
-
8

位

魚
津
西
部
中
学
軟
式
野
球

3
年
連
続
叩
回
目
の
優
勝

・
優
勝
者
(
団
体
)
一

覧

・
軟
式
野
球

(
2部
)
中
学
男
子

A
ゾ
ー
ン
魚
津
西
部
史
子
校

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(
2部
)
中
学
男
子

B
ゾ
ー
ン
魚
津
西
部
中
学
校

・
水

泳

(
3部
)
魚
津
B

・
陸
上

(
2部
)
側

m
リ
レ
ー

魚
津
(
小
坂
・中
川
・本
庄
・椎
名
)

(初
優
勝
)

-
軟
式
庭
球

(
2
部
)

一
般
男
子
A
プ

ロ

ッ

ク

魚

津

A
B
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
魚
津

(
2
年
連
続
3
回
目
)

・
レ
ス
リ
ン
グ

(
2
部
)

有
坂
・
大
島
組

(ω
歳
男
子
)

大
沢
・宮
坂
組

(ω
歳
男
子
)

・
サ
ッ
カ
ー

(
2
部
)
魚
津
選
抜

(
初
優
勝
)

・

卓

球

(
3部
)
笹
川
(
小
学
男
子
)

・

空

手

(
一
部
)
野
崎
努

(
2
年
ぶ
り
3
回
目
)

・

水

泳

(
2部

)ω
歳
以
上
男
子

印

m
平

泳

ぎ

並

木

孝

・
馬

術

(
2部
)
吉
井
三
雄

(
叩
年
ぶ
り
5
回
目
)(
小
障
害
飛
び
越
し
)

大
崎
昭
一

(
初
優
勝
)
(
障
害
飛
び
越
し
)
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受
講
生
募
集

魚
津
市
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
ス
ク
ー
ル

対 象 時間 期 日 教室名

25 生 津在住魚市内

午 14回コー ス
m I 後

10 月 9月

上泳以』なT 年生て6。

4 寸.ut.ー

時 生
30 29 15 1 19 
分

初

31 17 3 20 級

い ロク/でAの、fら- 5 コ

童児ル| l 
時 22 8 26 

3分0 ス
で年 24 9 27 

場

魚
津
市
総
合
体
育
館
室
内

温
水
プ

l
ル

初
名
(
先
着
順
で
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
句)

マム一品
マ
{
疋

員

ー・a~- ~ ，.，.，.fyJF之ムロ
，、...，...._，_ーーよそJ
p、P ...，_.司千."，."，

八
五

O
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ

ッ
プ
代
)

入
館
ご
と
一

O
O円

マ
申
込
方
法

9
月
9
日
1
9月
四
日

ま
で
に
温
水
プ
ー
ル
受
付

(受
付
時
間
午
後
2
時
1

8
時
)
に
て
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
八

五
O
円
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
(
電
話
で
の

受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
)

※
現
在
、
水
泳
整
至
を
受
講
し
て
い
る

方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

マ
主
催
魚
津
市
教
育
委
員
会

マ
受
講
料

清
掃
登
山
(
僧
ケ
岳
)

の
お
知
ら
せ

新川山岳会

マ

と

き

9
月
お
日
制

マ
集
合
時
刻
午
前
6
時
ぬ
分

マ
募
集
人
員
初
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
)

マ
集
合
場
所
魚
津
市
役
所

マ
参
加
費
七
O
O円

(交
通
費

・
保
険
代
)

村
崎
タ
イ
ヤ

宮

@
1
5
3
3

主催

マ
申
込
み

短
期
社
突
、
タ
ン
ス
教
室
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
来
た
る

ダ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
今
年
も

「
短
期
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」
を
生
存
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
、

華
麗
な
ス
テ
ッ
プ
で
優
雅
な
気
分
に
浸

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
募
集
要
項
は
次
の

通
り
で
す
。

マ
期

間

9
月
口
日

i
日
月
初
日

(計
日
回
)

マ
開
講
日
時
毎
週
水
曜

日

午

後
7

時
叩
分
i
8時
日
分

無
料
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
一
階

マ
受
講
料

マ

場

所

コ
九
一
①

笠
⑪

日一

⑬

ロ一

⑨

山一

③

程

m-
⑦
 

n-
⑥
 

回一

⑤

日

8
-
④
 

10/1 

③ 
竺
②

ブルース

l マンボ 1 

軽
運
動
室

初
名
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の

初
歳
ま
で
の
男
女
(
基
礎

講
座
に
つ
き
、
初
心
者
ま

た
は
、
新
た
に
基
礎
か
ら

学
び
た
い
方
)

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

お
問
い
合
わ
せ

・
お
申
し
込
み
は
、

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
事
務
局
ま
で
。

宮
②

4
3
3
0

午
後
1
時
1
9時
ま
で
受
付
け
ま
す
。

ママ
対定

象員

マ
指

導

ノ〈/レ
、.
~ 

、
adぶ

特
急
「
白
鳥
L

魚
津
駅
に
停
車

日
月
か
ら
の

国
鉄
鋼タ
イ
ヤ
改
正
て

(13) 

国
鉄
で
は
本
年
日
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
を
前
に
そ
の
概
要
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
以
前
か

ら
要
望
し
て
い
た
青
森
|
大
阪
聞
の

特
急
「
白
鳥
」
が
魚
津
駅
に
停
車
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
方
面
の
交
通

が
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
魚

津
駅
発
時
刻
は
、
上
り
大
阪
行
日
日

時
日
分
、
下
り
青
森
行
H
U時
お
分

で
す
。
ま
た
、
金
沢
|
新
潟
間
に
季
節
列

車
の
特
急
「
北
越
」
が

1
往
復
増
発

さ
れ
ま
し
た
。
(
繁
忙
期
及
び
土
・日
・

祭
日
等
に
運
転
)

一
方
、
富
山
|
魚
津
聞
に
ロ
ー
カ

ル
列
車
が

6
本
増
発
さ
れ
、
通
勤

・

通
学
等
の
足
が
さ
ら
に
確
保
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
名
古

屋
か
ら
の
「
し
ら
さ
ぎ
」

ロ
号
が
富

山
駅
か
ら
の
接
続
が
改
善
き
れ
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
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魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員

・
上
級
一
般
事
務
・l
i
-
-
:
:
約
七
名

・
中
級
一
般
事
務
J
E
l
-
-
j
:

若
干
名

弁
護
士
に
よ
る
巡
回
無
料

法
律
相
談
所
の
開
設

市
で
は
、
富
山
県
弁
護
士
会
の
協

力
に
よ
り
、
巡
回
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
法
律
問
題
、
家
庭

内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

9
月
お
日
附

午
後
1
時
i
4時

市
役
所
第
2
会
議
室

登
記
手
続
き
な
ど
の

無
料
相
談
所
開
設

富
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
登
記

制
度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ
の
奉
仕

の
一
環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
庁
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

叩
月
1
日
制

午
前
日
時
1
午
後
3
時

市
役
所
市
民
相
談
室

マ
と
こ
ろ

『法
の
日
』
無
料
法
律
相
談

マ
と

叩
月
2
日
同

午
前
日
時
l
午
後
4
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
l
ル

き

マ
と
こ
ろ

整番理号 募集職種 年齢 性別 質 金 地区 人員
資絡経験
その他

l 工管理事者 30-60 男 15-18 ヲ問ー 道 坂 1 工高関卒係以経上験・者鉄

2 重機係 18-35 男 11.25-15 六郎丸 2 高卒 ・普免

3 運転手 20-30 男 15 相ノ木 2 普 免

4 旋盤工 30-50 男 12.7-20.2 ケ l 経験者

5 段印ボ刷ー工ル 30-40 男 15-18 大海寺野 2 5聖書訟ま
6 プクラ仕ス上チ工ッ 18-55 女 9.55 {主 E 5 不 問

7 軽作業 20-45 女 15 友 道 3 不 問

8 機械工 18-50 女 9.75-12 ケ 3 経験者優遇

製 富
、
津 不9 縫 18-40 女 8.6 5 問

10 組検立・測査定 16-40 女 9.125-11.25 六郎丸 8 不 問

く求人情報〉早急に人を求めていますグ5先
9にな
)おお
た
ず詳
ね細
久に

きヲ
し;セ
(は
内
線申
2込

集
j

高
校
卒
j

富
山
県
警
察
で
は
、
臼
年
4
月
採
用

の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員

男
子
警
察
官
・

••
• 
，E
'

B

・・・
-
a

・・約
叩
名

マ
願
書
受
付

9
月
4
日
1
9
月
M
日

マ
試
験

日
叩
月
初
日
制

マ
受
験
資
格
的
ω
年
4
月
1
日
現
在
で

四
歳
以
上
お
歳
未
満
の
者

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
警
察
署
ま
た

は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
@
1
3
3
3

番整理号 希望職種 年齢 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 格

1 足気機主 35 男 15 ヲ同c; 製本の結13年束 高卒

2 夜警員 44 男 16 メッキ工6年 中卒 普 免

3 小運転型手 41 男 18 運転手 l年 高卒 大型・大特・建設

4 生技能産工 36 男 20 ZタE機オベレー 高卒 大引型・危・険大物特ほ・けかん- 8年

5 運転手 24 男 18 運転手 3年 高卒 普 免

6 販売底員 22 女 10 庖員 2年 短大卒 普免・書道3級

7 雑務者 51 女 10 溶接 19年 中卒 普免・アーク溶綾

8 生技能産工 50 女 9 庖員 2年 中卒 調理士

9 事務員 27 女 10 事務 9年 高卒 普簿免記2珠級算3級

10 事務員 25 女 9 事務 7年 高卒 普簿免記2珠級算3級

〈求職情報〉緊急に職を探していますグ

間

9
月
ロ
日
か
ら
日
月
幻
日

ま
で
の
う
ち
幻
日
間

間

午

前

9
時
初
分
i
午
後
3

時
初
分

マ

会

場

大
町
公
民
館

マ
募
集
人

員

初

名

マ
講
習
内
容
基
礎
及
び
実
習

マ
受
講
料

無
利
た
だ
し
材
料
費
本

人
負
担

マ
携
帯
品
筆
記
用
具
・
棒
針
・
鈎
針

毛
糸
・
は
さ
み

・
物
差
し

・

畳
食

マ
申
込
先

魚
津
市
役
所
商
工
観
光
課

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
線

2
7
1番

マ
期

マ
時

マ
申
込
期
間

9
月
1
日
・

3
日
・

5

日
・
8
日
。
た
だ
し
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
間
は
、

9
月
初
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
月
1
日
か
ら
新
し

い
受
給
費
証
に
か
わ
り
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
を
忘
れ
な
く
。

マ
更
新
手
続
き
期
間

9
月
M
日
か
ら
お
日
ま
で

マ
持
参
す
る
も
の

・
今
ま
で
の
受
給
資
格
者
証

・
印
か
ん
・
保
険
証

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

くft24-0365>へお問い合わせください。

(14) 
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市
内
に
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
が
建

設
し
た
移
転
就
職
者
用
宿
舎
(
通
称

・

雇
用
促
進
住
宅
)
が
、
仏
国

・
=
百

・

大
海
寺
野
地
内
の
3
か
所
に
あ
り
ま
す
。

8
月
初
日
現
在
で
次
の
よ
う
に
空
室
が

あ
り
ま
す
。
入
居
希
望
者
は
、
魚
津
公

共
職
業
安
{
事
附
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

マ
8
月
初
日
現
在
の
空
室
数

・
仏

国

仏

団

地

内

2
D
K
l戸

・
魚
津
大
海
寺
野
地
内2
D
K
8戸

3
D
k
m戸

-
下
野
方
三
田
地
内

マ
入
居
資
格

次
の
①
1
④
の
す
べ
て
の
条
件
に
該

当
す
る
方
。

①

雇

用
労
働
者
で
住
宅
に
困
っ
て
お

ら
れ
る
方
。

②
月
収
が
家
賃
等
(
共
益
費
含
む
)

魚:孝命O'~然
くろあわび

の
5
倍
以
上
あ
る
こ
と
。

③
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
方
。
(
事
業
主
)

④

2
D
K
は
本
人
を
含
め
同
居
親
族

が
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
あ
る
方
、

3
D
K
は
3
人
以
上
で
入
居
可
能
。

マ

家

賃

・
仏
国
一
万
一
千
円

共
益
費
九
百
円

・
魚
津
八
千
三
百
円

共
益
費
二
千
三
百
円

・
下
野
方
二
万
四
千
四
百
円

共
益
費
二
千
三
百
円

入
居
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

魚
津
公
共
職
業
安
{
事
附
へ宮

@
0
3
6
5

昭和61年度

国民健康保険

税の第2期納

期限は、

9月30日てeす。

続税刻イド「磯の戸ワピの片思しU で知られる戸ワピ
は実は巻貝で、よく見ると貝殻の後方に小

さくうすを巻いている。殻のへりに並ぶ穴
は呼吸孔で、頭にはオ対の触角と明暗のみ

を感じる簡単な眼もある。移動速度は意外

と速く、 1 分間に2~3m進み、おもに夜

に活動し、歯舌とよばれるやすりのよう芯

歯で溜蕩をけづりとって食べる。夏の産卵
期には約10万個の卵を産み、 1 年で2~3

倒、 4年で10αnほどに生長するガ、卵を産
めるまでには6年もかかる。

実
施
地
域
・
:
西
布
施
地
区
(
蛇
回
、

小
川
寺
)
、
松
倉
地
区
(
観
音
堂
、
金
山

谷
、
小
菅
沼
、
鹿
熊
、
大
熊
、
鉢
、
虎

谷
)
。
点
検
に
は
県
L
P
G
協
会
魚
津
支

部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い

ま

す

。

合

@
5
3
4
0

ご
不
在
の
場
合
、
販
売
庖
あ
る
い
は
当

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
、
も
れ
な
く
点

検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

0 万円
七支
てし
たまし
うと

9
月
の
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

植 食樟Gンドとミ 学Jプラスマ 今ブ枕足圃ヒ生 言語警
ト| ツノ、

莫会才長吉量
t良 イ雀

クウ 曲

+コンナ ンドド 大
物

~ 名

30 PM 19 I PM I AM 15 30 PM 10 30 PM 7 30 AM 4 と
タテ時5 日 2 1時0日 安子時6 日 タテ時1 日 タテ 9 日 き1 俗訪 時保) 3 例。 I ~(日) 3 時附

七00円一般五0O円 学生 九0O円大人七0O円 小人割券引
無

三OO円 券当日
入
場

来十 来十

李短期墾学楚園 社画映 警富山 プン ピツ
議識会推づくり社会しる3魚津市明 社 t英芸台?a芭= 

ヨ三

11量
ロクrフ 者

;繋警襲撃警警堅議鯵
有沢武雄本町二丁目 5，000円

広瀬敏雄大光寺 100，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

故魚多勲大海寺野 50，000円

鹿本政雄石垣新 50，000円

大西ミス子 火の宮町 30，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

若林好古堂代表若林久靖 8，000円

魚津松声会代表野住国夫 20，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

菊池松雄経田中町 100，000円

三村繁江北鬼江 10，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

加集 、謙介新川ハイツ 5，000円

NTT魚津電報電話局 Lとらいうおづ 64，090円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

尾崎幸男大光寺 50，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の

都合で一部次の号以降になります。

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
日
年
度

の
計
量
器
定
期
検
査
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
営
業
用
な
ど
に
「
は
か
り
」

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
近
く
の
検
査

場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

14 1月0 13 1月0 例。日8 1月0 (火)日71月0 凶日31月0 付命日21月0 ヤ附日11月0 (刈日 明)日 と

午4時38量午詰時1可0 午f時3j長午首1時智0 午睡品 午植み 手話1時0 午桂時3午前1時0 f午時3j長午官1時0 官 午f時3麦 午首時1可0 午f時j3長午育時10 省
き

市
所所在計量器 所所在計暴 所桂嘉田 喜豊車 まムl聖青少 韓奇民

所所在計量
査書桔{~ 

所
場グ〉 の 場σ3の 場グ〉 の

積地区 下道・ 方地区 員・神天・施布西

部首 桂豊田
輩区奇内歪及t〆 村木量 大E置I ii t 検査曹力日 上野片 ・

新
規
の
は
か
り
、
廃
止
の
は
か
り
は
、

商
工
観
光
課
(
包
②

2
2
0
0
内
線

加
)
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。。
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砂
井
原
市
児
童
来
市

友
好
親
善
都
市
の
井
原
市
か
ら
、

8
月
8
日

小
学
生
代
表

n名
が
来
訪
、

下
中
島
公
民
館
で

市
内
小
学
生
と
歓
迎
交
流
会
の
あ
と
、
黒
部
峡

谷
の
探
索
、
魚
津
ま
つ
り
、
水
族
館
を
見
物
し

ま
し
た
。

V花つみ 市の花「かのこゆり」の花つみ作業が、

8月17日から20日頃にかけ特産地の長引野地区で一斉に行なわ

れた。花つみは球根を大きくするために行われるが、見事に

咲いた花が次々につみとられていた。

...古里まつり1-1 .::c:. o.. ..， -J 廃村となった、古鹿熊

地区に 8月14日出身者たちが集まり、古里まつりが聞

かれた。昨年に引き続き行われたもので、今年は約

50人が参加、一年ぶりに顔を合わせた地区民たちは、

持ちょった料理を囲み思い出話や盆踊りを楽しんだ。

‘
富
山
県
保
健

衛
生
大
会
開
催

7
月
紅
白
魚
津
市
民
会
館
に
お
い
て
、

第
引
回
富
山
県
保
健
衛
生
大
会
が
聞
か

れ
た
。
会
場
に
は
、
市
内
、
県
内
か
ら

約
制
人
が
参
加
し
、
健
康
で
豊
か
な
暮

し
と
安
ら
ぎ
、
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
講
演
、
事
例
発
表

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
保
健
衛
生
に

功
労
の
あ
っ
た
方
に
表
彰
状
が
送
ら
れ

魚
津
市
か
ら
は
次
の
方
が
選
れ
た
。

富
山
県
知
事
表
彰
(
厚
生
功
労
)

魚
津
市
火
の
宮
却
番

n号

石
崎
政
雄
氏

富
山
県
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
長
賞

(個
人
の
部
)

魚
津
市
大
海
寺
野
仰

紙

谷

清

氏

同

賞

(

団

体

の

部

)

魚
津
市
寺
町
区

『
日
本
に
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
い
も
の
は
、

水
と
セ
ツ
ケ
ン
と
マ
ッ
チ
だ
。

羽
田
に
着
い
て
一
ぱ
い
飲
ん
だ

水
が
実
に
う
ま
か
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
食
事
以
外
じ
ゃ
め

っ
た
に
水
は
飲
め
な
い
か
ら
ね
』
と
述

懐
し
て
い
た
人
の
話
を
き
い
た
こ
と
が

あ
る
。
自
慢
で
も
お
世
辞
で
も
な
く
、

日
本
の
水
は
ほ
ん
と
う
に
お
い
し
い
。

世
界
に
こ
れ
ほ
ど
水
の
う
ま
い
国
は
少

な
か
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
般
に
水

が
ま
ず
い
。
仕
方
な
し
に
水
代
り
に
フ

ラ
ン
ス
人
は
ブ
ド
ウ
酒
を
飲
み
、
ド
イ

ツ
人
は
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
も
い
わ
れ
る
。

自
然
の
水
で
も
水
質
に
硬
水
と
軟
水

が
あ
り
、
中
国
で
も
硬
水
の
地
方
に
は

吹
出
物
の
出
る
人
が
多
い
そ
う
だ
。
そ

れ
を
予
防
す
る
た
め
に
コ
シ
ョ
ウ
や
ト

ウ
ガ
ラ
シ
を
使
う
。
中
国
料
理
で
も
コ

シ
ョ
ウ
を
多
く
使
う
の
は
硬
水
の
地
方

だ
そ
う
な
。
家
に
水
道
が
あ
っ
て
も
井

戸
水
へ
の
郷
愁
が
忘
れ
ら
れ
な
い
人
も

い
る
。
四
六
時
中
コ
ン

コ
ン
と
わ
き
出

る
掘
抜
井
戸
な
ど
は
全
く
う
ら
や
ま
し

い
も
の
だ
。

小
さ
な
山
の
水
よ
り
大
山
脈
の
水
は

味
に
深
味
が
あ
る
。
森
林
が
深
く
茂
っ

て
い
る
山
ほ
ど
、
そ
こ
の
清
水
は
清
く

冷
た
い
。
山
は
ず
い
ぶ
ん
は
げ
た
が
、

そ
れ
で
も
な
お
日
本
の
水
は
う
ま
い
。

こ
の
恩
恵
は
た
た
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

。。

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

E置園周園
人(前月対比)

人口(男)23，985 (ー11)

(女)25，986 ( + 19) 

計 49，971(+8) 

世帯数 13，611世帯

市の面積 200.75kn' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(7月末現在)


